
様式第６号（第１７条） 

会  議  録 

 (６－１) 

会議の名称 令和６年度 第１回春日部市健康づくり推進審議会 

開 催 日 時 令和６年７月１７日（水） 
開 会 午後１時３０分 

閉 会 午後２時３３分 

開 催 場 所 春日部保健センター 講習室 

議長(会長等)氏名 北畠 義典 

出 
 

席 
 

者 

委員氏名 

（出席人数：１０人） 

北畠義典、中村靖史、村田睦剛、渡部潤一、宮武佐治子、樋口京子、 

荒井秀雄、鈴木由美、三ノ輪テル子、坂牧光義 

 

説 明 者 

そ の 他 

（出席人数：２人） 

健康課健康づくり担当課長兼保健センター所長 前田千恵 

健康課健康づくり担当主査 篠原栄理子 

 

事 務 局 

（出席人数：４人） 

健康保険部長 松本英彦 

健康保険部次長（兼）健康課長 河原伸介 

健康課健康づくり担当主幹 今井通継 

健康課健康づくり担当 町田惠美 

業務委託事業者 
株式会社サーベイリサーチセンター 根本大輔 

株式会社サーベイリサーチセンター 根本さとみ 

次第及び公開、一部公

開、非公開の区分 

議事（全て公開） 

１ 開会 

２ 諮問 

３ 市長あいさつ 

４ 会長あいさつ 

５ 会議の公開について 

６ 議事  

（１）春日部市健康づくり計画・食育推進計画・自殺対策計画の

進捗状況について 

（２）第２次いきいきライフプランかすかべ（春日部市健康づく

り計画・食育推進計画・自殺対策計画）概要及び骨子案に

ついて 

７ その他 

８ 閉会 

 



 

（６－２) 

一部公開・非公開の

場合はその理由 

□ 要綱第３条第１号該当： 

□ 要綱第３条第２号該当： 

□ 要綱第３条第３号該当： 

□ 要綱第３条第４号該当： 

配布資料 

１．令和６年度 第１回春日部市健康づくり推進審議会 次第 

２．資料１ 春日部市健康づくり推進審議会委員名簿 

３．資料２ いきいきライフプランかすかべ令和５年度実績及び令 

和６年度事業実施計画個票一覧 

４．資料３ 第２次いきいきライフプランかすかべ（春日部市健康 

づくり計画・食育推進計画・自殺対策計画） 骨子案 

５．資料４ 第２次いきいきライフプランかすかべ（春日部市健康 

づくり計画・食育推進計画・自殺対策計画） 骨子案要約 

６．資料５ 第２次いきいきライフプランかすかべ（春日部市健康 

づくり計画・食育推進計画・自殺対策計画） 策定スケジュー 

ル 

７．追加資料 Ｃ評価（事業実施計画個票一覧より抜粋） 

８．訂正資料 資料２ いきいきライフプランかすかべ令和５年度 

実績及び令和６年度事業実施計画個票一覧（自殺対策計画） 

 

会議録の作製方法 

□ 録音テープ等を使用した全文記録 

■ 録音テープ等を使用した要点記録 

□ 要点記録 

会議録署名の指定 

会長 
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発 言 者 発 言 内 容・決 定 事 項 

事務局 

 

市長 

 

市長 

 

会長 

 

議長 

 

 

議長 

 

 

 

事務局 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

事務局 

 

 

１ 開会 

 

２ 諮問 

 

３ 市長あいさつ 

 

４ 会長あいさつ 

 

５ 会議の公開について 

 傍聴人１名 

 

６ 議事  

（１）「春日部市健康づくり計画・食育推進計画・自殺対策計画の

進捗状況について」について事務局から説明をお願いする。 

 

＜資料２、追加資料に基づき説明＞ 

 

資料２について、説明があったように健康づくりの取組、食育計画

の取り組み、自殺対策の取組それぞれ評価Ａが 70％後半から 80％前

半の達成率となっており、「評価なし」については、令和４年度との

比較で全くできなかった事業が多少あるが、基本的にはコロナの影

響がほとんどなくなってきたという報告である。 

「Ｃ評価」については、今年度、対策を立てて、進めていくとのこ

とであった。 

ただいまの説明に対して、質問、意見等あるか。 

 

コロナ禍で、開催の段階で規模や定員を縮小している中での事業

の進捗率を、Ｃ評価にすることはないのではないか。普遍的な評価を

どこにもっていくかは難しいと思うが、過小評価になる必要はない

という感想を持った。 

例えば、事業規模縮小などと記載する方が理解を得られるのでは

ないか。 

 

他に意見はあるか。 

 

 例えば、目標値に対してＣ評価になっている「健康フェア」の歯科

の来場者数などは、定員が目標値より少ない状態であったので、事務

局側として評価Ａに値するぐらいの高評価でよかったという気持ち



発 言 者 発 言 内 容・決 定 事 項 

 

 

 

 

議長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

議長 

 

 

 

事務局 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

はあるが、目標値として設定した数字に対しては評価Ｃになってし

まった。そのように言っていただけるのはありがたいことで、今年度

分の評価をするときはその点も考慮しながらできればと思う。 

 

 今年度は主観的な評価から客観的な評価にシフトしていくという

話もあったのでその辺りで評価していただければと思う。 

 

 次の事業で感染拡大を防ぐ工夫をしっかりしていただき、クラス

ター発生のないようにできれば達成率も上がるかと思う。 

私の地元でこども会や公民館などで行う児童部のこども祭りを手

伝っているが、以前のように皆で食べ物を作ることはできなくても、

こどもたちに楽しんでもらえるイベントを開催しているため、引き

続き工夫を凝らしていただきたいと思う。 

 

工夫というのがキーワードだと思う。 

次に今年度計画の話もあると思うので、報告の中で質問があれば

後ほどいただくことにして進めさせていただく。 

 

（２）第２次いきいきライフプランかすかべ（春日部市健康づくり

計画・食育推進計画・自殺対策計画）概要及び骨子案について事務局

から説明をお願いする。 

 

＜資料３、資料４、資料５に基づき説明＞ 

 

 資料４、「第１次いきいきライフプランかすかべ」を基にして「第

２次いきいきライフプランかすかべ」を策定するということだ。国で

は昨年４月から「健康日本２１第３次」の方針が出されて、実質的に

は今年度４月から動いている。春日部市ではその目標値もここに絡

めて骨子案をつくることになっており、今までの健康づくり計画等

のデータに基づき骨子案を考えたということになる。 

「健康日本２１第３次」の目標値があるので、春日部市の目標を統

合する等工夫をされているかと思う。 

ただ今の説明に対し質問、意見等あるか。 

 

国の健康増進法施行が 2002年にあり、「歯科口腔保健推進法（法令

番号平成２３年の９５号）」で春日部市の「歯科口腔保健推進に関す

る条例」の根拠法となっている理念法が 2011年に国により制定され

ているので、それを加えて入れたほうが良いと思う。 

 

(６－４) 



発 言 者 発 言 内 容・決 定 事 項 

事務局 

 

議長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

修正していく。 

 

全員歯科検診をするという話が２、３年前にあったかと思うが、今

の状況はどうなっているか。 

 

日本歯科医師会の公式見解が出された。 

当面は国が主導で、今、春日部市が行っている３０歳から７０歳ま

で１０年に 1回の「節目検診」を推進するほうが現実的と考えている

歯科医師が多い。 

あくまでも私見だが、年１回で簡素化した検査をするよりも、比較

的きちんとした検査を１０年に１回するほうが良いと思う。 

行政の周知により節目検診を引き続き実施していくことが現実的

ではないかという感想を持った。 

 

今の指摘も重要なポイントで、絶対数でやるのか相対数を使って

やるのかということもある。全員の簡易検診のようなことを国が推

奨しているが、現場ではなかなか現実的でないというところから、

今、春日部市で推進している節目検診的なもので続けていくのが良

いのではないかというご意見も参考にしていただければと思う。 

 

節目検診は啓発要素が強い。 

１０年に 1 回というのは少なく見えるが、啓発を受けた一定数の

方は継続されるので、予算的にも人員的にも良いというのが個人的

な見解だ。 

 

こういうことを啓発していくのはとても重要で、住民の方がなか

なか知り得ない情報が結構あるので、情報をいかに伝えていくかと

いうことが予防の観点から必要かと思う。 

本来治療しなければいけない人が来ずに重症化してから来るとな

ると、医療費等々がまたかかるので、是非広報をしっかりしていただ

き啓発活動に重点を置くということも、計画の中に入れていただけ

ると良いと思った。 

本日は骨子であり第一歩なので、今年度計画の審議会があと３回

ある中で、事務局からの提案に対し情報交換、意見交換して最終的に

計画を構築していただければと思う。 

 

ロコモティブシンドロームを知っている方の割合がとても低い。

繰り返しの周知、必要なプランを提案することが大切である。 

 

(６－５) 



発 言 者 発 言 内 容・決 定 事 項 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

議長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

副会長 

 

 

 

 

広報が重要というご指摘があった。「健康日本 21」や「ロコモティ

ブシンドローム」も知っている方は少なく、「メタボリックシンドロ

ーム」は、「メタボ」で知っている方が多い。 

言葉１つでも、健康づくりのための言葉を１つずつ知っていただ

く機会も必要かと思うし、パンフレットも白黒よりカラーなだけで

見る人が増えるという研究もあるので、そういうこともうまく利用

して広報をしていただければよいと思う。 

他に意見はあるか。 

 

[質疑応答なし] 

 

以上をもって本日の議事を終了とする。 

＜傍聴人退室＞ 

 

７ その他 

委員の任期について、春日部市健康づくり推進審議会委員の任期

は２年間となっている。令和６年９月３０日をもって任期終了とな

るため、現在の任期中の審議会は本日で終了となる。委員の皆様にお

かれてはご多用の中ご協力いただき感謝する。 

 

次期審議会委員の推薦については８月に各団体様宛に依頼予定。 

次回審議会は１０月９日（水）開催を予定している。 

 

副会長あいさつ 

 

８ 閉会 

 

 

 
 

 

議事の顛末・概要を記載し、その相違なきこと証するためここに署名する。 

    令和 ６年 ８月 ２２日 

    署名者の職・氏名 春日部市健康づくり推進審議会 会長 北畠 義典 

(６－６) 


